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見次直雄教授略歴および研究業績
■略歴
明治44年 (1911)12月1
日_____ 
＿に父森川直右衛門，母すゑの三男として生まれる．
昭和 5年 (1930)3月，大阪府立高津中学校卒業
昭和 5年4月，山口高等学校文科乙類入学． ドイツ語の手ほどきは長江藤
二郎教授と金尾音美教授に受ける．ーか年半に亘る長江教授の文法の授
業は全員戦々競々であった．昭和8年 (1933)同上卒業．
昭和8年4月，東京帝国大学文学部独文学科入学．但し入学試験はなかっ
た．木村謹次教授，相良守峯助教授， Dr.ヤーン，新関良三講師の講義
を聴講．昭和11年 (1936) 3月同上卒業．
昭和11年3月，東京帝国大学大学院に入学．指導教授は木村教授．研究テ
ーマは「A.シュティフターの文学」今日の大学院と違い，入学試験も
なく殆ど学部の延長のようで，初年次は30人近く在籍して，演習発表も
ーか年で回り切らないような状態であった．後半の約ーか年間，博文館
（現在の博友社）本社で妹尾泰然先輩の指導のもとに木村教授の和独大
辞典の校正の仕事に従事． Dr.ヤーン夫妻も頻繁に質問を受けに来られ
た．昭和13年 (1938) 3月同上二年修了． 
昭和13年4月，大阪府北河内郡大和田村（現在の門真市）大字北島の見次
由太郎・キヨの長女照子と結婚．そして伊丹市の郊外に創立早々の私立
阪神商業学校教諭（国語漢文担当）に任ぜられ，昭和14年3月に至る．
昭和14年 (1939)4月，大阪府立四條畷中学校より国語漢文担当を委嘱さ
れ，昭和16年3月に至る．
昭和16年 (1941)4月，私立天理第二中学校教諭（ドイツ語担当）に任ぜ
られ，昭和17年3月に至る．非常勤としては18年3月まで勤務．この中
学校は半数のクラスは英語，半数はドイツ語を履習．
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昭和17年（1942）4月，大阪市立商科大学予科非常勤講師を委嘱され，昭
和18年3月に至る．あわせて大阪専門学校（日本大学の系統に属し現在
の近畿大学の一部を構成）非常勤講師を委嘱され，昭和18年3月に至
る．
昭和18年（1943）大阪理工科大学予科教授に任ぜられ，昭和24年3月に至
る． この大学は新制になっては近畿大学の一部を構成する．
昭和19年（1944）5月応召，教育隊として3か月で解除の噂が専らであっ
たが,､信太山に隊編成．同年10月召集解除．（病気のため）
昭和20年(1945)3月再度応召，東京に派遣され武蔵境から池袋に移動
後，程なく終戦．直ちに召集解除．
昭和24年（1949）4月，新制の近畿大学助教授に任ぜられ，昭和25年3月
に至る．引き続き非常勤講師として昭和37年3月に至る．
昭和25年（1950）4月，関西大学助教授に任ぜられる．
昭和26年（1951）0月，関西大学教授に任ぜられ，現在に至る．
昭和27年（1952）4月，大阪大学南校（元大阪高等学校の校舎，後に待兼
山に移り教養部となる）非常勤講師を委嘱され昭和41年（1966）3月に
至る．
昭和35年（1960）10月，関西大学文学部部長代理を命ぜられ，昭和36年9
月に至る．
昭和36年(1961)10月，関西大学文学部部長代理を命ぜられ，昭和37年9
月に至る．
昭和41年（1966）4月初旬関西大学在外視察研究員として渡独，主として
ドイツ連邦共和国に滞在して視察研究， あわせてスイス， オーストリ
ア，オランダ，ベルギー；パリ， ロンドン， コペンハーゲン，ストック
ホルム，オスロなどを視察, 10月中旬に帰国．
昭和41年10月，大阪大学教養部（後に言語文化部）非常勤講師を委嘱さ
れ，昭和51年（1976）3月に至る．
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「昭和44年（1969）11月，関西大学図書館長を命ぜられ，昭和46年10月に至
る．
昭和46年（1971）11月，関西大学図書館長を命ぜられ，昭和48年5月に至
る．
昭和48年（1973）中村恒雄教授のあと関西大学独逸文学会会長に推され，
昭和56年6月に至る．
昭和51年（1976）4月から9月まで関西大学研修員を命ぜられる．
昭和52年（1977）4月，近畿大学非常勤講師を委嘱ざれ現在に至る．
研究業績
シュトルム文学の発展（昭和28年11月『関西大学文学論集』第3巻第3号）
アーダルベルト ・シュティフターの宿命（昭和30年11月『関西大学文学論
集』創立70周年記念特輯号）
アネッテ・フォン・ドゥロステーヒュルスホフの杼情詩について（昭和35
年10月『関西大学文学論集』第10巻第6号）
エードゥアルト ・メーリケの生活と杼情詩（昭和39年8月関西大学『独
逸文学』10号）
出会い（エードゥアルト ・メーリケの周辺） （昭和50年『関西大学文学論
集』第25巻第1．2． 3．4合併号）
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